
(57)【要約】

【課題】広範囲なレンジで物理量検出が行え、かつ、微

小な物理量変化も検出できる物理量センサを提供する。

【解決手段】第１センサ部が圧力の変化に対してセンサ

出力を変化させられる第１圧力レンジと第２センサ部が

圧力の変化に対してセンサ出力を変化させられる第２圧

力レンジとを異ならせると共に、第１圧力レンジと第２

圧力レンジとを連続させ、第１圧力レンジおよび第２圧

力レンジにて圧力を検出したいレンジ全域をカバーする

。このような圧力センサによれば、第１センサ部および

第２センサ部のそれぞれで検出したい圧力レンジ全域を

カバーしつつ、各圧力レンジにおいて高い感度で圧力検

出が行える。したがって、広範囲な圧力検出が行えると

共に微小な圧力変化も検出することが可能になる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
測 定 対 象 と な る 物 理 量 の 変 化 に 応 じ た セ ン サ 出 力 を 発 生 さ せ る 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） お
よ び 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） を 有 し て な る 物 理 量 セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化 さ せ ら れ る 第 １
物 理 量 レ ン ジ と 前 記 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化 さ
せ ら れ る 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ と が 異 な っ て お り 、 前 記 第 １ 物 理 量 レ ン ジ と 前 記 第 ２ 物 理 量 レ
ン ジ は 共 に 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 に 対 し て 一 部 と さ れ て お り 、 前 記 第 １ 物 理 量 レ
ン ジ と 前 記 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ と が 連 続 し て い る こ と に よ り 、 前 記 第 １ 物 理 量 レ ン ジ お よ び
前 記 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ に て 前 記 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 物 理 量 セ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 物 理 量 レ ン ジ と 前 記 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ が 部 分 的 に オ ー バ ラ ッ プ し て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 物 理 量 セ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
測 定 対 象 と な る 物 理 量 の 変 化 に 応 じ た セ ン サ 出 力 を 発 生 さ せ る 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） お
よ び 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） を 有 し て な る 物 理 量 セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化 さ せ ら れ る 第 １
物 理 量 レ ン ジ と 前 記 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化 さ
せ ら れ る 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ と が 異 な っ て い る と 共 に 、 前 記 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） に お け
る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線 の 勾 配 が 前 記 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） に
お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線 の 勾 配 と 比 べ て 大 き く さ れ て お り 、
前 記 第 １ 物 理 量 レ ン ジ は 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 に 対 し て 一 部 と さ れ 、 前 記 第 ２ 物
理 量 レ ン ジ は 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 物 理 量 セ ン サ
。
【 請 求 項 ４ 】
測 定 対 象 と な る 物 理 量 の 変 化 に 応 じ た セ ン サ 出 力 を 発 生 さ せ る 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） お
よ び 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） を 有 し て な る 物 理 量 セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化 さ せ ら れ る 第 １
物 理 量 レ ン ジ は 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 も し く は そ の 一 部 と さ れ 、 前 記 第 ２ セ ン サ
部 （ ２ 、 ４ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化 さ せ ら れ る 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ は 物
理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 と さ れ て お り 、 前 記 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） は 前 記 第 １ 物 理
量 レ ン ジ に お い て 複 数 段 に 物 理 量 に 対 す る セ ン サ 出 力 の 特 性 を 切 替 え 、 前 記 複 数 段 そ れ ぞ
れ に お い て 前 記 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） に お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示
す 直 線 の 勾 配 が 前 記 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） に お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性
を 示 す 直 線 の 勾 配 よ り も 大 き く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 物 理 量 セ ン サ 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 物 理 量 セ ン サ が 前 記 測 定 対 象 と な る 物 理 量 を 圧
力 と す る 圧 力 セ ン サ で あ る 場 合 に お い て 、 前 記 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） お よ び 前 記 第 ２ セ
ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） に お け る 感 度 お よ び オ フ セ ッ ト を 補 正 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ セ ン サ
部 （ １ 、 ３ ） に お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線 の 勾 配 お よ び 切 片 と
、 前 記 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） に お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線 の
勾 配 お よ び 切 片 が 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 圧 力 セ ン サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 セ ン サ 部 の 出 力 の レ ン ジ を 大 き く で き 、 測 定 対 象 と な る 物 理 量 の 小 さ な 変 化
も 検 出 で き る 物 理 量 セ ン サ に 関 す る も の で 、 特 に 歪 ゲ ー ジ で 構 成 し た セ ン サ 部 を 備 え る 圧
力 セ ン サ に 用 い て 好 適 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 圧 力 セ ン サ で は 、 冗 長 性 を 持 た せ る た め に ２ つ の セ ン サ 部 を 備 え 、 一 方 の セ ン サ
部 が 故 障 し て も も う 一 方 の セ ン サ 部 の セ ン サ 出 力 に 基 づ い て 圧 力 検 出 が 行 え る よ う に し た
も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 圧 力 セ ン サ で は 、 基 本 的 に 一 方
の セ ン サ 部 が 故 障 し て も 他 の セ ン サ 部 で 圧 力 検 出 を 保 証 す る も の で あ る た め 、 各 セ ン サ 部
の 圧 力 － 電 圧 特 性 は 基 本 的 に は 同 様 と な っ て お り 、 例 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う な 特 性 と な っ
て い る 。 な お 、 各 セ ン サ 部 の 製 造 誤 差 な ど に 起 因 す る セ ン サ 出 力 の ズ レ が あ る た め 、 こ の
図 で は セ ン サ 出 力 が 若 干 ず れ て い る も の が 記 載 し て あ る が 、 圧 力 変 化 に 対 す る 出 力 電 圧 の
変 化 勾 配 、 つ ま り 感 度 は 基 本 的 に ２ つ の セ ン サ 部 共 に 同 じ も の と さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ７ ２ ２ ９ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う に ２ つ の セ ン サ 部 を 備 え た 圧 力 セ ン サ が 提 案 さ れ て い る も の の 、 ２ つ の セ ン
サ 部 で 検 出 で き る 圧 力 範 囲 は 同 じ で あ る た め 、 圧 力 検 出 可 能 な レ ン ジ を 広 げ れ ば 、 各 セ ン
サ 部 の 感 度 は 共 に 低 く な り 、 微 小 な 圧 力 変 化 を 検 出 す る こ と が で き な い 。 逆 に 、 ２ つ の セ
ン サ 部 の 感 度 を 高 く す れ ば 、 圧 力 検 出 可 能 な レ ン ジ が 狭 ま り 、 測 定 対 象 と な る 圧 力 媒 体 の
変 化 を カ バ ー で き る 圧 力 検 出 が 行 え な く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 こ こ で は 物 理 量 セ ン サ と し て 圧 力 セ ン サ を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 他 の セ ン サ に
関 し て も 上 記 と 同 様 の こ と が 言 え る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 点 に 鑑 み て 、 広 範 囲 な レ ン ジ で 物 理 量 検 出 が 行 え 、 か つ 、 微 小 な 物 理 量 変
化 も 検 出 で き る 物 理 量 セ ン サ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 で は 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し
て セ ン サ 出 力 を 変 化 さ せ ら れ る 第 １ 物 理 量 レ ン ジ と 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） が 物 理 量 の 変
化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化 さ せ ら れ る 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ と が 異 な っ て お り 、 第 １ 物 理 量
レ ン ジ と 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ は 共 に 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 に 対 し て 一 部 と さ れ て お
り 、 第 １ 物 理 量 レ ン ジ と 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ と が 連 続 し て い る こ と に よ り 、 第 １ 物 理 量 レ ン
ジ お よ び 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ に て 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 と さ れ て い る こ と を 第 １ の
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 物 理 量 セ ン サ に よ れ ば 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） お よ び 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、
４ ） の そ れ ぞ れ で 検 出 し た い 物 理 量 レ ン ジ 全 域 を カ バ ー し つ つ 、 各 物 理 量 レ ン ジ に お い て
高 い 感 度 で 物 理 量 検 出 が 行 え る 。 し た が っ て 、 広 範 囲 な 物 理 量 検 出 が 行 え る と 共 に 微 小 な
物 理 量 変 化 も 検 出 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 、 第 １ 物 理 量 レ ン ジ と 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ を 部 分 的 に オ ー バ ラ ッ プ さ せ る よ う に
す れ ば 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） お よ び 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） で 検 出 で き る 物 理 量 レ ン
ジ に 冗 長 性 を 持 た せ る こ と に よ り 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） お よ び 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４
） で 検 出 で き る 物 理 量 レ ン ジ が 製 造 誤 差 な ど に よ っ て ず れ た と し て も 、 そ れ を 許 容 す る こ
と が 可 能 と な る 等 の 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化
さ せ ら れ る 第 １ 物 理 量 レ ン ジ と 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出
力 を 変 化 さ せ ら れ る 第 ２ 物 理 量 レ ン ジ と が 異 な っ て い る と 共 に 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ）
に お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線 の 勾 配 が 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ）
に お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線 の 勾 配 と 比 べ て 大 き く さ れ て お り
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、 第 １ 物 理 量 レ ン ジ は 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 に 対 し て 一 部 と さ れ 、 第 ２ 物 理 量 レ
ン ジ は 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 と さ れ て い る こ と を 第 ２ の 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 物 理 量 セ ン サ に よ れ ば 、 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） で 検 出 し た い 物 理 量 レ ン ジ
全 域 を カ バ ー し つ つ 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） で 感 度 の 高 い 物 理 量 検 出 を 行 う こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 広 範 囲 な 物 理 量 検 出 が 行 え る と 共 に 微 小 な 物 理 量 変 化 も 検 出 す る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化
さ せ ら れ る 第 １ 物 理 量 レ ン ジ は 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 も し く は そ の 一 部 と さ れ 、
第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） が 物 理 量 の 変 化 に 対 し て セ ン サ 出 力 を 変 化 さ せ ら れ る 第 ２ 物 理 量
レ ン ジ は 物 理 量 を 検 出 し た い レ ン ジ 全 域 と さ れ て お り 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） は 第 １ 物
理 量 レ ン ジ に お い て 複 数 段 に 物 理 量 に 対 す る セ ン サ 出 力 の 特 性 を 切 替 え 、 複 数 段 そ れ ぞ れ
に お い て 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） に お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線
の 勾 配 が 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） に お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線
の 勾 配 よ り も 大 き く さ れ て い る こ と を 第 ３ の 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 物 理 量 セ ン サ に よ れ ば 、 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） で 検 出 し た い 物 理 量 レ ン ジ
全 域 を カ バ ー し つ つ 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） で 感 度 の 高 い 物 理 量 検 出 を 行 う こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 広 範 囲 な 物 理 量 検 出 が 行 え る と 共 に 微 小 な 物 理 量 変 化 も 検 出 す る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 説 明 し た 本 発 明 の 第 １ ～ 第 ３ の 特 徴 を 有 す る 物 理 量 セ ン サ と し て 、 例 え ば 、 測 定 対
象 と な る 物 理 量 を 圧 力 と す る 圧 力 セ ン サ を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 圧 力 セ ン サ に
お い て は 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） お よ び 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） に お け る 感 度 お よ び オ
フ セ ッ ト を 補 正 す る こ と に よ り 、 第 １ セ ン サ 部 （ １ 、 ３ ） に お け る 物 理 量 変 化 に 対 す る セ
ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線 の 勾 配 お よ び 切 片 と 、 第 ２ セ ン サ 部 （ ２ 、 ４ ） に お け る 物 理 量 変
化 に 対 す る セ ン サ 出 力 特 性 を 示 す 直 線 の 勾 配 お よ び 切 片 を 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 上 記 各 手 段 の 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関
係 を 示 す も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 各 実 施 形 態 相 互
に お い て 、 互 い に 同 一 も し く は 均 等 で あ る 部 分 に は 、 図 中 、 同 一 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 適 用 し た 圧 力 セ ン サ の 回 路 構 成 を 示 す 。 以 下 、 図 １ に 基
づ き 圧 力 セ ン サ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に 示 す 圧 力 セ ン サ に お い て は 、 測 定 対 象 と な る 媒 体 の 圧 力 に 応 じ た 出 力 を 発
生 さ せ る 第 １ 、 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ と 、 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ ま た は 第 ２ 圧 力 検 出
用 回 路 ２ の 出 力 を 増 幅 す る 第 １ 、 第 ２ 差 動 増 幅 回 路 ３ 、 ４ と が 備 え ら れ て い る 。 こ れ ら の
う ち 、 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ お よ び 第 １ 差 動 増 幅 回 路 ３ が 第 １ セ ン サ 部 を 構 成 し 、 第 ２ 圧
力 検 出 用 回 路 ２ お よ び 第 ２ 差 動 増 幅 回 路 ４ が 第 ２ セ ン サ 部 を 構 成 し て い る 。 そ し て 、 第 １
、 第 ２ 差 動 増 幅 回 路 ３ 、 ４ の 出 力 が 第 １ 、 第 ２ セ ン サ 部 の セ ン サ 出 力 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ に は 、 ４ つ の 拡 散 抵 抗 （ 歪 ゲ ー ジ ） ５ ａ ～ ５ ｄ で 構 成 さ れ た ブ リ
ッ ジ 回 路 か ら な る 第 １ セ ン シ ン グ 部 １ ０ と 、 第 １ セ ン シ ン グ 部 １ ０ に 対 し て 所 望 の 定 電 流
を 流 す 第 １ 定 電 流 回 路 １ １ と 、 感 度 や オ フ セ ッ ト お よ び オ フ セ ッ ト 温 度 特 性 に 応 じ た デ ー
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タ を 出 力 す る 第 １ デ ー タ 出 力 部 １ ２ と 、 第 １ デ ー タ 出 力 部 １ ２ か ら 出 力 さ れ る デ ジ タ ル デ
ー タ を ア ナ ロ グ 値 に 変 換 し て 第 １ 定 電 流 回 路 １ １ に 出 力 す る 第 １ Ｄ ／ Ａ 変 換 部 １ ３ と が 備
え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら に よ り 、 圧 力 検 出 時 に お い て は 、 第 １ セ ン シ ン グ 部 １ ０ か ら 印 加 圧 力 に 応 じ た 出
力 が 発 生 さ せ ら れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 構 成 に よ り 、 第 １ デ ー タ 出 力 部
１ ２ が 出 力 し た デ ー タ に 基 づ い て 第 １ 定 電 流 回 路 １ １ か ら 定 電 流 が 流 さ れ 、 第 １ セ ン シ ン
グ 部 １ ０ に 印 加 さ れ る 電 圧 が 調 整 さ れ て 、 感 度 や オ フ セ ッ ト お よ び オ フ セ ッ ト 温 度 特 性 の
補 正 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 第 １ 差 動 増 幅 回 路 ３ に よ っ て 第 １ セ ン シ ン グ 部 １ ０ の 出 力 、 具 体 的 に は 、 ブ リ
ッ ジ 回 路 に お け る 中 点 電 位 の 電 位 差 が 第 １ 差 動 増 幅 回 路 ３ に て 増 幅 さ れ 、 こ の 増 幅 後 の 出
力 が 第 １ セ ン サ 出 力 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 ２ も 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ と 同 様 の 構 成 と さ れ て い る 。 具 体 的 に は
、 ４ つ の 拡 散 抵 抗 （ 歪 ゲ ー ジ ） ６ ａ ～ ６ ｄ で 構 成 さ れ た ブ リ ッ ジ 回 路 か ら な る 第 ２ セ ン シ
ン グ 部 ２ ０ と 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 ２ ０ に 対 し て 所 望 の 定 電 流 を 流 す 第 ２ 定 電 流 回 路 ２ １ と
、 感 度 や オ フ セ ッ ト お よ び オ フ セ ッ ト 温 度 特 性 に 応 じ た デ ー タ 等 を 出 力 す る 第 ２ デ ー タ 出
力 部 ２ ２ と 、 第 ２ デ ー タ 出 力 部 ２ ２ が 出 力 し た デ ジ タ ル デ ー タ を ア ナ ロ グ 値 に 変 換 し て 第
２ 定 電 流 回 路 ２ １ に 出 力 す る 第 ２ Ｄ ／ Ａ 変 換 部 ２ ３ と が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら に よ り 、 圧 力 検 出 時 に お い て は 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 ２ ０ か ら 印 加 圧 力 に 応 じ た 出
力 が 発 生 さ せ ら れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 構 成 に よ り 、 第 ２ デ ー タ 出 力 部
２ ２ が 出 力 し た デ ー タ に 基 づ い て 第 ２ 定 電 流 回 路 ２ １ か ら 定 電 流 が 流 さ れ 、 第 ２ セ ン シ ン
グ 部 ２ ０ に 印 加 さ れ る 電 圧 が 調 整 さ れ て 、 感 度 や オ フ セ ッ ト お よ び オ フ セ ッ ト 温 度 特 性 の
補 正 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 第 ２ 差 動 増 幅 回 路 ４ に よ っ て 第 ２ セ ン シ ン グ 部 ２ ０ の 出 力 、 具 体 的 に は 、 ブ リ
ッ ジ 回 路 に お け る 中 点 電 位 の 電 位 差 が 第 ２ 差 動 増 幅 回 路 ３ に て 増 幅 さ れ 、 こ の 増 幅 後 の 出
力 が 第 ２ セ ン サ 出 力 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 圧 力 セ ン サ に お け る 圧 力 と 第 １ 、 第 ２ セ ン サ 出 力 の 関 係
に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ に 対 し て 圧 力 を 印 加 し た
場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ る 第 １ 、 第 ２ セ ン サ 出 力 の 関 係 （ 圧
力 － 出 力 電 圧 特 性 ） を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 図 に 示 さ れ る よ う に 、 圧 力 変 化 に 対 す る 第 １ セ ン サ 出 力 の 変 化 と 第 ２ セ ン サ 出 力 の
変 化 は 、 そ れ ぞ れ 変 化 の 仕 方 が 異 な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第
１ 圧 力 レ ン ジ と 第 ２ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第 ２ 圧 力 レ ン ジ と が 異 な り 、 か つ 、 第 １ セ ン サ
出 力 が 変 化 す る 第 １ 圧 力 レ ン ジ と 第 ２ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第 ２ 圧 力 レ ン ジ が 連 続 し た も
の と さ れ て い る 。 つ ま り 、 第 １ 圧 力 レ ン ジ で は 第 １ セ ン サ 出 力 の 変 化 に 基 づ い て 圧 力 検 出
が 行 え 、 第 ２ 圧 力 レ ン ジ で は 第 ２ セ ン サ 出 力 の 変 化 に 基 づ い て 圧 力 検 出 が 行 え る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ ら の 圧 力 変 化 に 対 す る 第 １ 、 第 ２ セ ン サ 出 力 の 変 化 の 勾 配 、 つ ま り 第 １ 、 第 ２ 圧 力
検 出 用 回 路 １ 、 ２ の 感 度 は 、 図 ８ に 示 し た 従 来 の 圧 力 セ ン サ に お け る 各 セ ン サ 部 の 感 度 と
比 べ て ２ 倍 程 度 と さ れ て い る 。 す な わ ち 、 従 来 で は 、 検 出 し た い 圧 力 レ ン ジ 全 域 に お い て
２ つ の セ ン サ 部 の セ ン サ 出 力 が 同 じ よ う に 変 化 す る 形 態 と し て い る が 、 本 実 施 形 態 で は 、
検 出 し た い 圧 力 レ ン ジ を ニ 分 割 し 、 ２ つ の 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ の セ ン サ 出 力 が 異 な る 圧
力 レ ン ジ で 変 化 す る 形 態 と し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 を 有 す る 第 １ 、 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ は 、 具 体 的 に
は 、 感 度 や オ フ セ ッ ト の 補 正 に よ っ て 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 従 来 の よ う に
各 セ ン シ ン グ 部 の 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 が 検 出 し た い 圧 力 レ ン ジ 全 域 で セ ン サ 出 力 が 変 化 す
る と い う 特 性 で あ っ た と し た 場 合 、 セ ン シ ン グ 部 に 流 す 電 流 値 を 調 整 す る こ と に よ り 感 度
補 正 を 行 え ば 、 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 の 直 線 の 傾 き を 変 更 で き る 。 ま た 、 セ ン シ ン グ 部 に 流
す 電 流 値 を 調 整 す る 等 に よ り オ フ セ ッ ト 調 整 を 行 え ば 、 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 の 直 線 の 切 片
を 変 更 で き る 。 こ の た め 、 感 度 調 整 や オ フ セ ッ ト 調 整 を 行 う こ と で 、 各 圧 力 検 出 回 路 １ 、
２ の 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 を 上 記 の よ う な 形 態 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う な 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に よ れ ば 、 ２ つ の 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ そ れ ぞ れ で
検 出 し た い 圧 力 レ ン ジ 全 域 を カ バ ー し つ つ 、 各 圧 力 レ ン ジ に お い て 高 い 感 度 で 圧 力 検 出 が
行 え る 。 し た が っ て 、 広 範 囲 な 圧 力 検 出 が 行 え る と 共 に 微 小 な 圧 力 変 化 も 検 出 す る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ は 、 第 １ 実 施 形 態 に
対 し て 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 を 変 更 し た も の で あ り 、 そ の 他 、 例 え ば 圧 力 セ ン サ の 回 路 構 成
等 に 関 し て は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ に 対
し て 圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ る 第 １ 、 第 ２ セ
ン サ 出 力 の 関 係 （ 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 ） を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 図 に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第 １ 圧 力 レ ン ジ と 第 ２ セ ン サ 出 力
が 変 化 す る 第 ２ 圧 力 レ ン ジ と が 異 な っ て い る が 、 第 １ 圧 力 レ ン ジ の 一 部 と 第 ２ 圧 力 レ ン ジ
の 一 部 が オ ー バ ラ ッ プ さ せ ら れ て い る 。 つ ま り 、 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ と 第 ２ 圧 力 検 出 用
回 路 ２ で の 検 出 可 能 な 圧 力 レ ン ジ を 部 分 的 に 重 複 さ せ る こ と で 、 そ の 部 分 に 関 し て 冗 長 性
を 持 た せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 を 有 す る 第 １ 、 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ も 、 上 記 第 １
実 施 形 態 と 同 様 に 、 感 度 や オ フ セ ッ ト の 補 正 に よ っ て 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 上 記
第 １ 実 施 形 態 に 対 し て 感 度 を 若 干 鈍 く す る こ と で 、 各 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ で 検 出 可 能 な
圧 力 レ ン ジ を 広 く す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に よ れ ば 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ
と が で き る と 共 に 、 第 １ 、 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ で 検 出 で き る 圧 力 レ ン ジ に 冗 長 性 を
持 た せ る こ と に よ り 、 各 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ で 検 出 で き る 圧 力 レ ン ジ が 製 造 誤 差 な ど に
よ っ て ず れ た と し て も 、 そ れ を 許 容 す る こ と が 可 能 と な る 等 の 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ は 、 第 １ 実 施 形 態 に
対 し て 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 を 変 更 し た も の で あ り 、 そ の 他 、 例 え ば 圧 力 セ ン サ の 回 路 構 成
等 に 関 し て は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ に 対
し て 圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ る 第 １ 、 第 ２ セ
ン サ 出 力 の 関 係 （ 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 ） を 示 し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 図 に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第 １ 圧 力 レ ン ジ は 検 出 し た い 圧 力
レ ン ジ の 一 部 と さ れ て お り 、 第 ２ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第 ２ 圧 力 レ ン ジ は 検 出 し た い 圧 力
レ ン ジ 全 域 と さ れ て い る 。 つ ま り 、 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ に よ っ て 感 度 の 高 い 圧 力 検 出 を
可 能 に し つ つ 、 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 ２ に よ っ て 広 範 囲 な 圧 力 レ ン ジ で の 圧 力 検 出 を 可 能 に
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 を 有 す る 第 １ 、 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ も 、 上 記 第 １
実 施 形 態 と 同 様 に 、 感 度 や オ フ セ ッ ト の 補 正 に よ っ て 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 第 １
圧 力 検 出 用 回 路 １ の 方 が 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 ２ と 比 べ て 感 度 を 高 く す る よ う な 設 定 と す る
こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う な 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に よ れ ば 、 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ で 検 出 可 能 な 圧 力
レ ン ジ で な い と 感 度 の 高 い 圧 力 検 出 が 行 え な く な る が 、 そ の 圧 力 レ ン ジ を シ ス テ ム 上 最 も
使 用 す る レ ン ジ に 設 定 す る こ と で 、 ほ と ん ど の 場 合 に 感 度 の 高 い 圧 力 検 出 を 行 う こ と が 可
能 と な る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に よ っ て も 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効
果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ 第 ４ 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ は 、 第 １ 実 施 形 態 に
対 し て 圧 力 セ ン サ の 回 路 構 成 の 一 部 と 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 を 変 更 し た も の で あ り 、 そ の 他
に 関 し て は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ の 回 路 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 さ れ る よ う
に 、 第 １ 差 動 増 幅 回 路 ３ が 発 生 さ せ る セ ン サ 出 力 が 第 １ デ ー タ 出 力 部 １ ２ に フ ィ ー ド バ ッ
ク さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ れ に 基 づ き 、 第 １ デ ー タ 出 力 部 １ ２ は 、 オ フ セ ッ ト の 補 正
用 デ ー タ を 変 更 で き る よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ デ ー タ 出 力 部 １ ２ に セ ン サ 出
力 を 比 較 す る た め の し き い 値 が 記 憶 さ せ て あ り 、 セ ン サ 出 力 が し き い 値 を 超 え る 毎 に オ フ
セ ッ ト の 補 正 用 デ ー タ が 切 替 え ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ に 対
し て 圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ る 第 １ 、 第 ２ セ
ン サ 出 力 の 関 係 （ 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 ） を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 図 に 示 さ れ る よ う に 、 第 ３ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 第 １ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第 １ 圧 力
レ ン ジ は 検 出 し た い 圧 力 レ ン ジ 全 域 に 設 定 さ れ て い る が 、 第 ２ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第 ２
圧 力 レ ン ジ は 検 出 し た い 圧 力 レ ン ジ 全 域 に お い て 三 角 波 状 （ ノ コ ギ リ 波 状 ） に 複 数 段 に 特
性 が 切 替 え ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ に よ っ て 広 範 囲 な 圧 力 レ ン ジ
で の 圧 力 検 出 を 可 能 に し つ つ 、 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 ２ に よ っ て 感 度 の 高 い 圧 力 検 出 を 可 能
に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う な 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 を 有 す る 第 １ 、 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 １ 、 ２ も 、 上 記 第 １
実 施 形 態 と 同 様 に 、 感 度 や オ フ セ ッ ト の 補 正 に よ っ て 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 第 １
圧 力 検 出 用 回 路 １ と 比 べ て 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 ２ の 感 度 を 高 く す る よ う な 設 定 と す る こ と
に な る 。 ま た 、 第 ２ 圧 力 検 出 用 回 路 ２ の 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 に 関 し て は 、 上 述 し た よ う に
、 セ ン サ 出 力 が し き い 値 を 超 え る 毎 に オ フ セ ッ ト の 補 正 用 デ ー タ が 切 替 え ら れ る こ と で 、
こ の 特 性 を 示 す 直 線 の 切 片 を 切 替 え る こ と が で き 、 上 記 の よ う な 三 角 波 状 の 特 性 と す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に よ り 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と
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が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 第 ５ 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ は 、 第 ４ 実 施 形 態 に
対 し て 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 を 変 更 し た も の で あ り 、 そ の 他 、 例 え ば 圧 力 セ ン サ の 回 路 構 成
等 に 関 し て は 第 ４ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ に 対
し て 圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ る 第 １ 、 第 ２ セ
ン サ 出 力 の 関 係 （ 圧 力 － 出 力 電 圧 特 性 ） を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 図 に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第 １ 圧 力 レ ン ジ は 検 出 し た い 圧 力
レ ン ジ の 一 部 と さ れ て お り 、 第 ２ セ ン サ 出 力 が 変 化 す る 第 ２ 圧 力 レ ン ジ は 検 出 し た い 圧 力
レ ン ジ 全 域 と さ れ て い る 。 つ ま り 、 上 記 第 ４ 実 施 形 態 で は 、 第 １ セ ン サ 出 力 が し き い 値 を
超 え る 毎 に オ フ セ ッ ト 補 正 用 の デ ー タ を 切 替 え る こ と で 、 検 出 を 行 い た い 圧 力 レ ン ジ の 全
域 に お い て 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ で の 高 い 感 度 の 圧 力 検 出 が 行 え る よ う に し た が 、 本 実 施
形 態 で は 、 そ の う ち の 一 部 の レ ン ジ に お い て の み 高 い 感 度 の 圧 力 検 出 が 行 え る よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う な 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に よ れ ば 、 第 １ 圧 力 検 出 用 回 路 １ で 検 出 可 能 な 圧 力
レ ン ジ で な い と 感 度 の 高 い 圧 力 検 出 が 行 え な く な る が 、 そ の 圧 力 レ ン ジ を シ ス テ ム 上 最 も
使 用 す る レ ン ジ に 設 定 す る こ と で 、 ほ と ん ど の 場 合 に 感 度 の 高 い 圧 力 検 出 を 行 う こ と が 可
能 と な る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 圧 力 セ ン サ に よ っ て も 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効
果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 他 の 実 施 形 態 ）
　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 物 理 量 セ ン サ と し て 圧 力 セ ン サ を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 圧 力 セ
ン サ に 限 ら ず 、 電 流 セ ン サ 、 光 度 セ ン サ 、 ト ル ク セ ン サ 、 荷 重 セ ン サ 、 加 速 度 セ ン サ 、 ヨ
ー レ ー ト セ ン サ 、 温 度 セ ン サ 、 湿 度 セ ン サ な ど 、 他 の 物 理 量 の 検 出 に 用 い ら れ る セ ン サ に
対 し て も 、 上 記 の よ う な 物 理 量 － 出 力 電 圧 特 性 と す る こ と で 、 上 記 各 実 施 形 態 と 同 様 の 効
果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 第 １ 、 第 ２ デ ー タ 出 力 部 １ ２ 、 ２ ２ か ら 感 度 や オ フ セ ッ ト お よ
び オ フ セ ッ ト 温 度 特 性 に 関 す る デ ー タ を デ ジ タ ル 信 号 と し て 出 力 さ せ 、 そ れ を 第 １ 、 第 ２
Ｄ ／ Ａ 変 換 部 １ ３ 、 １ ４ で ア ナ ロ グ 変 換 す る 形 態 と し た が 、 こ れ ら を 一 つ の 構 成 と す る こ
と も 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ デ ー タ 出 力 部 １ ２ 、 ２ ２ お よ び 第 １ 、 第 ２
Ｄ ／ Ａ 変 換 部 １ ３ 、 １ ４ は 、 感 度 や オ フ セ ッ ト お よ び オ フ セ ッ ト 温 度 特 性 の 補 正 指 示 を 行
う 補 正 指 示 部 と し て の 役 割 を 果 た す も の で あ り 、 補 正 指 示 部 が ど の よ う な ブ ロ ッ ク 構 成 で
構 成 さ れ て い て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 、 第 ２ 定 電 流 回 路 １ １ 、 ２ １ が 流 す 定 電 流 を 制 御 す る こ
と に よ り 、 対 し て 感 度 や オ フ セ ッ ト お よ び オ フ セ ッ ト 温 度 特 性 の 補 正 を 行 う よ う に し て い
る が 、 こ れ ら の 補 正 は 第 １ 、 第 ２ 差 動 増 幅 回 路 ３ 、 ４ で 行 わ れ る 場 合 も 有 る し 、 ブ リ ッ ジ
回 路 に 備 え ら れ る 拡 散 抵 抗 ５ ａ ～ ５ ｄ 、 ６ ａ ～ ６ ｄ の 抵 抗 値 を 調 整 し た り 、 こ れ ら 各 抵 抗
に 対 し て 並 列 若 し く は 直 列 的 に 接 続 さ れ る ト リ ム 抵 抗 を 調 整 し た り す る こ と で 行 わ れ る 場
合 も 有 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 圧 力 セ ン サ の 回 路 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ に 対 し て
圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ る 第 １ 、 第 ２ セ ン サ
出 力 の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部
１ ０ 、 ２ ０ に 対 し て 圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ
る 第 １ 、 第 ２ セ ン サ 出 力 の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に お け る 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部
１ ０ 、 ２ ０ に 対 し て 圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ
る 第 １ 、 第 ２ セ ン サ 出 力 の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に お け る 圧 力 セ ン サ の 回 路 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ る 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ に 対
し て 圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ る 第 １ 、 第 ２ セ
ン サ 出 力 の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に お け る 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部
１ ０ 、 ２ ０ に 対 し て 圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 第 １ 、 第 ２ セ ン シ ン グ 部 １ ０ 、 ２ ０ が 発 生 さ せ
る 第 １ 、 第 ２ セ ン サ 出 力 の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 圧 力 セ ン サ に 備 え ら れ る 各 セ ン サ 部 に 対 し て 圧 力 を 印 加 し た 場 合 の 各 セ ン
サ 出 力 の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ 、 ２ … 第 １ 、 第 ２ 圧 力 検 出 回 路 、 ３ 、 １ ４ … 第 １ 、 第 ２ Ｄ ／ Ａ 変 換 部 、 ３ 、 ４ … 第 １
、 第 ２ 差 動 増 幅 回 路 、 ５ ａ ～ ５ ｄ 、 ６ ａ ～ ６ ｄ … 拡 散 抵 抗 、 １ ０ 、 ２ ０ … 第 １ 、 第 ２ セ ン
サ 部 、 １ １ 、 ２ １ … 第 １ 、 第 ２ 定 電 流 回 路 、 １ ２ 、 ２ ２ … 第 １ 、 第 ２ デ ー タ 出 力 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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